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【発表のポイント】 
 骨に接着する材料は、「液体状のもの」を硬化反応させる接着剤しかあり

ませんでしたが、硬化反応時の発熱や接着強さに課題がありました。 
 開発したセラミック接着材は、骨ミネラルと同じ成分で「固体状のもの」

ですが、軽く押し当てるだけで瞬時に骨の表面に接着しました。  
 骨表面に固定して使用する医療デバイスやインプランタブルセンサーな

どの簡便な固定処置への応用が期待されます。 
 

【概要】 
骨の表面に固定されるデバイスは、スクリューによって物理的または接着に

よって化学的に固定されますが、固定時の侵襲や接着性に課題がありました。 
東北大学大学院歯学研究科の岡田正弘准教授は岡山大学と大阪大学との共同

研究により、骨ミネラルと同じ成分のセラミックスを多孔質化することで、表

層を脱灰したブタやラットの骨と瞬時に接着することを明らかにしました。こ

のセラミック接着材は、軟組織用接着剤として体内で使用可能なフィブリン糊

に比べて 10倍以上強く接着しました。また、骨の表層を脱灰する条件によって

接着強さもコントロール可能です。 
本研究成果は、発生過程における骨ミネラルと有機物の安定化状態の変化か

ら着想を得たもので、骨の表面に固定されるデバイスの簡便かつ迅速な接着固

定技術としての応用が期待されます。 
本研究成果は、2025 年 11 月 25 日付でバイオマテリアル分野の国際専門誌

Bioactive Materials にオンライン公開されました。 
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【詳細な説明】 
研究の背景 
骨折部位を固定するプレートや骨の状態をモニタリングするインプランタブ

ルセンサーは、骨表面に固定して使用されるデバイスです。これらは、スクリ

ューによって物理的に固定、もしくは、生体用接着剤によって固定されます。

しかし、物理的な固定は侵襲性が高く、さらに、「液体状のもの」を硬化反応

させる接着剤は硬化反応時の発熱や接着強さに課題がありました。このため、

これらの用途に簡便かつ迅速に使用できる技術の開発が強く望まれています。 
 
今回の取り組み 
東北大学大学院歯学研究科生体材料理工学分野の岡田正弘准教授は、岡山大

学と大阪大学との共同研究により、リン酸カルシウムの一種であるアパタイト
（注 1）を原料として生体組織と迅速かつ直接に接着する新しいタイプの接着材を

開発しています。アパタイトは、骨ミネラルと同じ成分であることから、生体

親和性の高いセラミック材料として体内での使用が認められた原料です。アパ

タイトナノ粒子の合成・成形・加熱処理によって多孔質（注 2）を制御した接着材
（注 3）を作製し、様々な生体組織との接着を検討したところ、コラーゲンを主体

とする真皮などの軟組織に高い接着力を示しました。しかし、硬い骨には接着

を示しませんでした（図 1 グラフ：未処理の骨）。 
そこで、骨発生過程における無機物と有機物の安定化状態の変化から着想を

得て、骨表層のミネラルを除去（脱灰）してコラーゲンを露出させたところ、

軟組織と同様に迅速かつ直接に接着すること（図 1の写真）、さらに、軟組織用

接着剤として体内で使用可能なフィブリン糊に比べて 10倍以上の高い接着強さ

を示すことを発見しました（図 1グラフ：フィブリン糊とアパタイト）。また、

骨の表層を脱灰する条件をコントロールすることでアパタイトの接着強さが変

化することも見出しています（図 2）。 
 

今後の展開 
本技術は、骨表面に固定して使用する医療デバイスや世界的な普及が考えら

れるインプランタブルセンサーなどの簡便かつ迅速な固定処置への応用が期待

されます。研究グループは今後、これらの実証実験を行なっていきます。 
 



 
図 1. 骨に接着するアパタイト多孔質体とその接着強さ 
 

 
図 2. 骨表層のミネラル除去と接着強さの関係 
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【用語説明】 
注1.  アパタイト：人の骨の主要成分で骨ミネラルとも呼ばれます。生体親和

性が高い原料として知られており、骨補填材などとして使用されています

が、本研究成果に示す迅速な接着性を示すものはこれまでありませんでし

た。 
注2.  多孔質：肉眼ではわかりにくくとも、顕微鏡下で穴が多数あいているも

のを多孔質といいます。本研究ではこの多孔質中に毛細管現象で吸水され

ることが接着力発現の 1 つのトリガーとなっています。 
注3.  生体組織用接着剤/接着材：一般的にはフィブリンやシアノアクリレー



トなど化学反応で硬化する接着剤が使用されています。これらは十分に重

合して始めて接着性を示すことから、接着性の発現に時間がある程度必要

です。本接着材は接触した瞬間に接着力を示すもので、もともと固体であ

ることから「接着材」として、「接着剤」とは異なる漢字を使用していま

す。 
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